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信頼性保証証明

株式会社クレハ分析センター

試験委託者＝

表題＝

環境庁

ホルムアミドのヒメダカ（Or7z拍5ノ寵fρθs）に対する急性毒性試験

試験番号： NO1998一生08

　本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され、本報告書には試験

に使用した方法、手順が正確に記載されており、試験結果は生データを正確に反映

していることを下記の通り確認した。

記

実　施　目 運営管理者への

�趨ﾚ

試験責任者への

�趨ﾚ

試験実施状況査察 1　9　99年1月　1　8目

P999年1月22目

1　9　9　9年1月　1　8　目

P999年1月22日

1999年1月18目

P999年1月22日

試験報告書監査 1999年3月26目 1999年3月26日 1999年3月26目

1999年3月30目
信頼性保証業務担当者：
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試　験　実　施　概　要

1．表題：ホルムアミドのヒメダカ（Orヌz1∂s1説1ρθs）に対する急性毒性試験

2．試験目的：ホルムアミドについて，ヒメダカ（0伊z∫∂3ノ説∫ρθs）に対する急性毒性

　　　　　　試験を行い，96時間の半数致死濃度（LC50）を求める。

3．適用ガイドライン：本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．203r魚類毒性性試

　　　　　　　　験」（1992年）に準拠した。

4．適用GLP：本試験は環境庁のGLP規則に準拠した。

5．試験委託者

　名称：　　環境庁
　住所：　　〒100－8975東京都千代田区霞ケ関一丁目2－2

　委託責任者：環境庁企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室

　　　　　　　室長補佐　 　

6． 試験受託者：

名称：　　株式会社クレハ分析センター

所在地：　　〒974－8686　福島県いわき市錦町落合16番地

7．試験施設：

　名称：

　所在地：

株式会社クレハ分析センター

〒974－8686　福島県いわき市錦町落合16番地
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8．試験関係者：

試験責任者（生物）

試験責任者（理化学）

試験担当者（生物）

試験担当者（生物）

試験担当者（生物）

試験担当者（生物）

試験担当者（理化学）

9．試験期間：　試験開始日

　　　　　　　試験終了日

　　　　　　　暴露期間

1999年
1999年
1999年

（1999年　3月30目）

（1999年　3月30目）

（1999年　 3月30目）

（1999年　3月30目）

（1999年　 3月30目）

（1999年　3月30日）

（1999年　 3月30目）

1月　4目

3月30日
1月18目～
　　　1999年 1月22目

10．保管：

　試験計画書、生データ、記録文書および試験報告書は、試験報告書作成後10年間、

株式会社クレハ分析センターの保管施設に保管する。その後の保管については試験委

託者と協議の上決定する。
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要 一
目

試験委託者　環境庁

題表

試験番号：

ホルムアミドのヒメダカ（0尊z拓s1∂6ゆθs）に対する急性毒性試験

　NO1998一生08

試験方法：本試験は・・ECD化学品テストガイドラインN・．2・3r魚類毒性試験」

　　　　　　（1992年）に準拠して実施した。

　　1）被験物質：　ホルムアミド

　　2）方式：　：　半止水式（48時間毎に換水）

　　3）供試生物：　ヒメダカ（Or7z盈s1∂オゆθS）

　　4）試験濃度：　対照区及び100．g／L

　　5）暴露期間：　96時間
　　6）試1験液量：　3．O　L

　　7）生物数：　　10尾／濃度区

　　8）照明：　　　16時間明／8時間暗
　　9）エアレーション：　なし

　10）温度：　24±1℃
11）試験水中の被験物質の分析：HPLC法（開始時、捌く前）

結果

　　1）96時間の半数致死濃度（LC5・）：…㎎／L以上

　　2）0％死亡最高濃度：100㎎／L
　　3）100％死亡最低濃度：求められなかった。



　　　名称1　ホルムアミド

　　　　　　（　CAS：75－12－7）
　　　　　　構造式：

　　　　　　　　　　　HC－NH2
　　　　　　　　　　　　11
　　　　　　　　　　　0

　　　　　　分子式：　HC　ONH2

　　　　　　分子量：　45．04
　　　　　　安定性：　’安定

　　　　　　1一オクタノール／水分配係数（10gP）

　　　　　　水への溶解度：水に可溶

　　　　　　蒸気圧1　1　mmHg　〔21℃）

1．2　供試試料

　／　！　名称、構造式および物理化学的性状

1　被験物質

一1．51

購入先：

入手先1

入手日：

コット番号：

外観：

純度及び不純物

1998年11月20日ACH6014
無色澄明の液体

　99．6　％

1．3　被験物質の確認および保管条件下での安定性

　被験物質は当施設の冷蔵庫に保管した．

狂した被験物質について赤外蜘スベ外ノレ襯定し、被験物質の構造と矛盾が認

鍛廷憲灘最鷺覧丁驚異碧翁、孫締忌ら鞭釜簾
験物質は当施設の冷蔵庫に保管中は安定であったと判断された、



2 供試生物

試験に使用したヒメダカ

鱗体長）は2．

　　1）一般名＝

　　2）学名：

　　3）体長：

　　4）体重＝

　　5）

　　6）購入先：
　　丸
馴化

ロット番号

　　　　　　（Orγz拍51寵fρθ5）を下記に示した。供試魚の体長（被

0±0．5cmであった。

　　ヒメダカ

　　仇アz1θs1寵11ρθ3

　　2．2cm（2．1～2．4cm）、n＝10
　　0．19g（0．1’5～0．22g）、　n＝10

　　F　J98A5
　　自家繁殖

　試験条件と同条件（水質、温度等）で12日間以上、飼育馴化した。餌は市販のテ

トラミンを与えた。暴露開始の24時間前からは給餌しなかった。

　試験には健康で肉眼的に正常な個体を使用した。暴露開始前7日間の死亡率は5％

以下であった。また、供試魚の基準物質（硫酸銅（H）五水和物、試薬特級）による

急性毒性試験の結果は96時間L　C50は0．18mg／L（無水物換算）であった。

3　試験方法

　3　1　試験条件
1）方式＝　　半止水式（48時間毎に換水）

2）温度：　　24±1℃
3）曝露期間：96時間
4）生物数：　10尾／濃度区

5）試験液量：3．O　L

6）連数：　　1濃度区に付き1連

7）給餌：　　無給餌
8）エアレーション：無し

9）照明＝　　16時間明／8時間暗

3．2　希釈水
　脱塩素水（呉羽化学工業株式会社錦工場内の工業用水（塩素処理を行い飲料水グ

レードのもの）を活性炭処理で残留塩素等を除去した後、空気による曝気処理を行

ったもの）を使用した。希釈水の主な水質として、硬度が24mg／L（C　a　C　O，換

算）、p　Hが7．8であった（暴露開始時）。

また、1999年2月2目の希釈水の分析結果を［付属資料一1］に示した。
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3．3　試験装置、試験容器および恒温槽等

試験容器：　3L容ガラス製ビーカー

恒温槽：　　アドバンテック東洋　　恒温器　ラボサーモ（L　H－2000）

水温計＝　　水銀温度計

p　H計＝　　東亜電波工業　　（HM－30V）

溶存酸素計：飯島電子工業　　（B－505）

3．4　試験濃度の設定

予備試験の結果を基に，100　mg／しの濃度区および対照区を設定した。

3．5　試験液の調製

　3Lメスフラスコにホルムアミド300mg量りとり、希釈水で定容し試験液とした。

3．6　試験液の分析

　開始時および48時間後に各試験水槽より試験水10m　Lを採取し、H　P　L　Cに

より分析した。試験水の分析に際しては、試料測定毎に標準溶液の測定を行い、そ

のピーク高さから定量した。詳細は付属資料一2に示した。

3．7　試験操作

　暴露開始時に供試魚と同水槽で馴養した魚10尾の重量および被鱗体長を測定し

た。暴露期間中給餌は行わなかった。

　各試験水槽の試験液のp　H、溶存酸素濃度、水温を測定後、試験水槽中に供試魚

を1濃度区当り10尾投入した。p　H、溶存酸素濃度、水温は暴露期間中毎日1回
測定した。

　暴露開始後、24，48，72および96時間後に死亡個体数を記録するととも
に観察された毒性の徴候あるいは異常（例：外部刺激への反応異常、平衡感覚喪失、

遊泳異常、呼吸機能の異常、体色変化、背曲がり、出血等）を記録した。

　死亡個体を発見した場合、水質の悪化が起こらないよう速やかに取り除いた。

＊：ステンレス製ピンセットの先で尾部に軽く触れ反応がない個体を死亡とみなし
た。

4　結果の算出

　　最高濃度区においても死亡は認められないことから、半数致死濃度（LC50）は最高試

　験濃度以上とした。
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5　結果および考察

5．1　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　認められなかった。

5　2　試験水中の被験物質濃度

　　暴露開始時および48時間後に試験水中の被験物質濃度を測定した。暴露開始時

　の被験物質濃度は1021㎎／L（設定値100mg／L）、48時間後の濃度は10

　1mg／L（設定値100㎎／L）であり、幾何平均濃度は101mg／しとなり、設
　定濃度に対する割合は101％であった。

　　　　　　　　　［Table1（p．12）、付属資料一2］

5．3　96時間の半数致死濃度（LC50）

　　ホルムアミドに96時間暴露したヒメダカの死亡率は100mg／L濃度区で0％
　　（測定濃度101mg／L）であった。

　　対照区の死亡率は0％であった。ホルムアミドの測定濃度に基づく96時間の半

　数致死濃度（LC50）は100mg／L以上であった。

　　　　　　　　　　〔Table2，3（P．12）］

5，4　0％死亡最高濃度および100％死亡最低濃度

　　ホルムアミドに96時間暴露したヒメダカの0％死亡最高濃度は100mg／しで
　あり、100％死亡最低濃度は求められなかった。

　　　　　　　　　　　〔Table4（P．13）］

5　5　毒性症状
　　毒性症状として100mg／L区、対照区共に試験期間中に異常な症状は観察されな

かった。

　　　　　　　　　　　〔Table5（P．13）］

5　6　試験水の水温、溶存酸素濃度およびp　H

　　96時間の暴露期間中の水温は24±1℃の範囲内であった。暴露期間中のp　H

は7．2～7．8であった。暴露期間中の溶存酸素濃度は5．1～8．5mg／しであり、

すべての試験水槽で飽和溶存酸素濃度の60％以上であった。

　　　（24．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．251㎎／L）

　　　　　　　　　　〔Table6，7，8（p．13，14）］　　　　　　以上
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Table1． MeasuredC・ncentrati・n・fF・rmamideDuringa96－H・urExp・sureTest
Condition

　　　Nominal

Concentration

　　　　mg／1、

　　　　Measured　Concentration（mg／L）

O　Hour　　　　　　　48　Houl・　　　　Geometric

　new　　　　　　　　　　　old　　　　　　　　Mean

Percent

　　of

Nominal

Contro1

100 102 101 101 101

new二

〇1d：

freshly　prepared　test　solut　ion

tests・luti・nafter48h・ursexp・sureperi・d

Table2． M・rtality・fOrangekillifish（伽zfθs1∂伽θs）
Formami　de　under　Semi－Stat　ic　Test　Cond　i　t　i　ons

Exposed　to

　　　Nominal

Concentration

　　　　mg／L

CumulativeNumber・fDead（PercentM・rtality）

24Hour 48Hour 72Hour 96Hour
Contro1

100

0

0

0

0

0

0

0

0

Table3． CalculatedLC50Valuesf・rOrangekillifish（の・7z1∂s1θ吻θ3）Exp。sed

t・F・rmamideBased・nMeasuredC・ncentrati・nsunderSemi－StaticTest
Conditions

Exposed

Period

（Hour〉

LC50

（mg／1、）

　　　　　95％

Confidence　Limit
　　　　（mg／1」）

Statistical　Method

4
8
2
6

2
4
7
9

〉
＞
＞
〉

100

100

100

100
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Table4． Observati・n・fHighestC・ncentrati・ninO％M・rtalityandL。west

C・ncentrati・ninlOO％M・rtalityValues

Exposed

Period

（Hour）

Highest　Concentration　in

　　　　O％　MOI・tal　i　ty

　　　　　　（mg／L）

Lowest　Concentrat　ion　in

　　　lOO％　Mol・tal　ity

　　　　　　　　（mg／L）

24

48

72

96

100

100

100

100

Table5． Sympt・m・fT・xicityObservedinOrangekillifish（伽z1∂sノ∂‘1カθ5）

Exp・sedt・F・rmamideunderSemi－StaticTestC。nditi。ns

　　Nominal

Concentration

　　mg／L

Symptom

24Hour 48Hour 72Hour 96Hour
Control

　lOO

Normal

Normal

Normal

Noma1

Normal

Nomal

Normal

Nomal

Table6． pHValuesDuringa96－H・urSemi－StaticExp・sure・fOrangekillifiSh
（伽zfθs1副ρθ5）t。F。rmamide

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

pH

Control New

Old

OH・ur　24H・ur　48H・ur　72H。ur　96H。ur
7．8

7．3

7．8

7．2 7．3 7．3

100 New

OId

7．7

7．3

7．8

7．2 7．3 7．2

new：

01d：

freshlypreparedtestsolutions

tests・1uti・nsafter24－48h・ursexp・sureperi。d
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Table7． Diss・1vedOxygenC・ncentrati・nDuringa96－H・urSemi－StaticExp。sure

・fOrangekillifish（OT7z1∂51θオ1ρθs）t。F。rmamide

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Dissolved　Oxygen　Concentl・ation （mg／L）

O　Hour 24Hour 48Hour 72　HOur 96　110ur
Control New

Old

8．3

6．3

8．5

5．3 6．1 5．7

100 New

Old

8．4

6．2

8．2

5．1 6．2 5．5

new：

ol　d：

freshly　prepared　test　solutions

test　solutions　after　24－48　hours exposure　period

Tabie8・TemperatureDuringa96－H・urSemi－StaticExp・sure。fOrangekillifiSh
　　　　　　（命7z1θsノ∂‘・加s）t。F。rmamide

　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Temperatul・e　（。C）

O　Hour 24Hour 48Hour 72Hour 96Hour
Contro1 New

Old

23．9

24．0

23．9

23．9 24．0 23．9

100 New

Old

23．9

24．0

8
　
Q
」

3
　
3

∩
∠
　
2

23．9 24．0

new：

01d：

freshly　prepared　test　solutions

testsolutionsafter24－481ユours exposure　periQd
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付属試料一1

希釈水の水質

　（全1頁）



Water Quality　ofDilute　water

Para皿eter Concentration

Cohfomgroupbacteria

　p　H

BOD

COD

Mercury

Copper

Cadmium
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付属試料一2

試験液の分析方法

　（全15頁）



作成　平成L1年1月8日

ホルムアミドの分析法

（株）クレハ分析センター

1．試料 試験液

化学名及び化学式
　　ホルムアミド
　　分子式
　　化学式
　　分子量

物理的化学的性質
　　性状

2．分析法
　　1）　装置及び器具
　　　高速液体クロマトグラフ
　　　検出器（UV）
　　　インテグレーター
　　　　メスフラスコ
　　　マイクロピペッター
　　　マイクロシリンジ

2）　試薬
　　アセトニトリル
　　水
　　りん酸
　　ホルムアミド

H3CON
HCONH2
45．04

水に可溶
無色透明の液体

　
0
0
　
　
1

　
0
0
　
　
μ

　
2
5
　
　
0

　
4
2
　
　
0

　
』
一
　
〇

　
L
D
　
1

　
ま
ま

　
セ
セ
　
　
　
　
　
ヤ

　
又
又
　
0

0
0
0
　
　
0

0
0
0
1
5

0
0
0
皿
、
1

6
4
2
0
0
μ

一
一
一
〇
5
0

L
L
D
1
2
5

試薬　高速液体クロマトグラフ用
超純水　M　i　l　l　i－RX　l2α
試薬　特級
試薬　特級

日立製作所
日立製作所
日立製作所

和光純薬（株）

胚i川pore

3）ホルムアミド標準原液（1000mg／m　l）
　　ホルムアミド標準品の約0．1gを正秤し、容量100m　lのメスフラスコに秤りとり、
　　水を標線まで加える。

4）　高速液体クロマトグラフの操作条件
カ　　　　ム　　ラ

溶　離　液

量
器
量

　
出
入

流
検
注

Shim　pack　LCL－ODS
150mm×6mm　I　D
アセトニトリル：水　　（25：75）
＋りん酸（11に対して0．7m　l添加）

1．Oml／min
UV（210nm）
50μ1

島津製作所

5）　検量線の作製
　　ホルムアミド標準原液に水を加えて希釈し、2．5、5、10mg／1の標準液を調
　整する。この液50μ1を上記条件の高速液体クロマトグラフに注入し、クロマトグラ
　　ムをかかせ、ピーク高さをノギス（mm）ではかりとる。
　　濃度を縦軸に、横軸にピークの高さをとり検量線を作成する．

①．検量線作成

表一1　1npu　t　Da　t　e

No． 標準溶液濃度（皿g／1） ピーク高さ　（㎜）

1

2，515 9．47
2

5，030 19．68
3

10，060 39．94

1



図一1　検量線
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②．検出下限値の計算

図一2　クロマトグラム

　　　以イ
CH．1　C、S

5一

1日一

」．まノ『ノ脅ゾ

5．eg　RTT　　4　　0FF5　　　9

ノイズ0．6㎜

コ←劒ムアミド

　3．28一’

4．85

ヌ9

e1／臼4／99　　15＝46

・　木ルムアミド護痩

。　ホルムアミドのピーク高さ

・ノイズ循さ

〈計算式〉

（Sバニ2）としたとき

2．515皿g／1
9．4マ血豆

0．6　㎜

2x　O．6
x2．515ニ0．3　Cng／1）

9．47

蒲を醐1できるので

　題下麗は0．3（mg／Dとなる．

計算により、定量下限値　0．3　mg／1、
よって、定量下限値未満の表示NDは、0．3 mg／t未満を示す．
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」

6）　分析操作　　（例　1000mg／1）
　　　10m1共栓フラスコに水約5m1をとり・．これに・試料溶液の100μ1をマイク
　　ロピペッターではかりとり、水を標線まで加λる．
　　この液を50μ玉を前記条件の高速液体クロマトグラフに注入し・クロマトグラムをか
　　かせ・ホルムアミドの保持時間に相当するピークの高さをノギスではかり・検量線より
　　濃度を求める．

　　　尚・検量線は測定日毎に調整し・試料溶液濃度は10皿9／1前後になるように調整
　することにした・又・傾向的な日内変動（約1割程度の感度変化）が見られるため、検
　　量線調整時に3回程度同じ試験液を注入し確認すると共に・各依頼件毎に検量練を作成
　　後、測定することにした．

2．添加回収率試験
　　ホルムアミドの標準原液に水を加えて希釈し・約1～1900mg／1の試験溶液4種類
を下記の様に調整し・繰り返し測定を行った結果・若干ばbつきり大きい時があることがわ
かったが各試験液共に異常値（設定値士20％）内であることかb・測定は可能と考えられ
る．　（各試験試料はn＝2で測定した）

表一2　添加回収率試験の測定結果

N　o 試料濃度醜／1） 測定殖（皿9／D 回収率（％） 平均回収率（％）

1 1006 1012．7
P099．4

100．7
P09．3

105．0

2 100．6 104．6
@98．8

104．0
@98．2

101．1

3 10．06 10．7
P0．2

106．3
P01．4

103．9

4 1，006 1．1
P．1

109．3
P09．3

109．3

3．保存安定性試験
　　ホルムアミドの標準原液に水を加えて希釈し、約1～1000mg／1の試験溶液4種類
を下記の様に調整した。この試験溶液を4℃の冷暗所に保存した時の3日間後の経時測定に
より保存安定性を求めた結果、いずれの濃度においても顕著な濃度変化は見られなかった．
　（各試験試料はn＝2で測定した）

表一3　保存安定性試験の測定結果

試料濃度
i皿9／1｝

3日後の経時変化濃度Ong／D
No

調整時 1日目 2日目 3日目 平均

1 10G6 1012．7

P099．4
1021．9

P002．3

1035．4
P031．6

935．0

X66．7

1013．2

2 100．6 104．6

X8．8

100．4
X了．0

103．3

P10．1

98．0

P00．G

10L5

3 10．06 10．了

P0．2

10．2

P0．1

lq．2

P0．4

9．43

X．72

10．2

4 L　OO6 L　l

P．1

0．83

f．96

0．94

O．88

L　l

k2
1．03

　しかし・ぱらつきが若干大きいことがわかったので分析はn＝2の平均値を用いることに
した・それで・上記データがすべてばらつきと考え、nニ2の平均値を用いて算出した場合
（表一4）・この方法でのばらつきは、10mg／1以上は　CV＝5％以内で問題ないと

3



思われるが1mg／1は　CV＝14％程度でばらちきが大きいため異常｛直（設定値士20
％）となった場合はnの数を増やす又は、検量線を再確認することにした。

表一4　保存安定性試験の測定結果（n＝2の平均値とそのばらつき）

試料濃度
fng／D

3日後の経時変化濃度仙g／1）
No

調整時 1日目 2日目 3日目 平均

1 1006 1056．1 1012．1 1033．5 950．8 　1013．2
ﾂト、45．3
bVκ　4，5

2 100．6 101．7 98．7 106．7 99．0 　101，5
ﾂn－13．7

bV　X3．6

3 10．06 10．5 10．2 10．3 9．72 　　10．2
ﾂn一、0．33

bV％3．3

4 L　OO6 1．1 0．90 0．92 L2 　　1．03
ﾂn一、0．14

bV％14

4



図 1 ω 繭 楼 藤 賠 s 購 書 貸 ロ く 7 黛 ） ＞ （ 蔦 陳 鑑 寄 蔚 誼 ）

霊 ⑳ 5 。 一

ド 望 ㎝ 日 σ q ＼ ［

コ 讐 【 。 N

㎝ ・ 。 ω 島 ＼ r

三 雲 3 ω

一 9 ま 謂 ＼ r

e
　
　
日
1
！
e
4
！
9
9
　
　
1
3
＝
4
6

イ
イ
　
」
，
’
！
≠
ヶ
イ

C．
5　
　
5．
ee
　
∩
T
T
　
　
4
　
　
0
F
F
5

CH

↓
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド

＝
r2
ｭ乳
癌
9
　
〃
ノ

ゴ
・

4，
85

（ 　 　 一
　 e

e
　
　
e
1
！
e
4
／
9
9
　
　
1
3
：
5
8

　
　
　
　
　
　
〃
　
　
≠
・
’
」
脚

CH
・
　
1　
C．
S　
　
5．
9日
　
a
T
T
　
　
4
　
　
0
F
F
S

／
ノ
！
’

除
／
2．
6日

3，
29

5［

（ 　 　 一

　 日

9
　
　
目
し
！
e
4
！
9
9
　
　
1
4
：
1
2

　
κ
イ
　
！
〃
、
’
♂
〃
！

C，
～
　
　
5，
ge
　
R
T
T
　
　
4
　
　
0
F
F
5

CH

」
ノ
匁

2
．
6
2

A 一 一 ‘ 轟

5・
29

@
へ

A 一 一 ・ q

へ
5

し
9【

図 一 斜 辣 嘗 回 爵 機 翼 鰯 8 購 書 黛 口 刈 7 気 焔 ＞

コ σ 。 5 。 “

一
〇 Z 〇 　 目 σ q ＼ ［

（
一 B 。 串 鶏 幣 一 ）

ヨ の 5 。 ㎝

一
。 B 。 島 ＼ r

（
一 B 。 粛 蒙 － 悼 ）

三 ・ 三 。 ①

一
。 o O 日 σ 。 ＼ ［

（
一 I 霞 － 一 ）

　
　
ガ
’
！
　
　
　
　
　
ビ
〃
辺

e　
　
e1
！
e4
／
99
　
　
上
41
2→

　
ノ
ゲ
ン
イ
　
　
　
！
ノ
”
■
濯
げ
ノ
グ
・
娩

C．
5　
5、
ge
　
R↑
T　
4　
0F
F5

CH

ダ
’
」
A

一
　
2．
6臼

～
3．
29

　
”
噛
　
　
　
　
6フ

e　
　
g工
！
e4
！
99
　
　
14
＝
」
5

〆
レ
イ
　
　
　
！
’
ノ
伽
　
ズ
　
疏
垢

C
．
…
；
　
　
5．
日
9
　
RT
T　
　
4
　
　
0F
F～

CH

翼
3
，
ノ
ユ

2、
6e

A 直 ’ 　 　 一

3・
28

@へ
A ‘ 一 哨 幽

8．
81

A

へ
5

1
日
→

π
’
／
　
　
　
　
　
‘
∂
ノ

日
　
　
e1
！
e4
！
99
　
　
14
：
47

　
〆
ρ
．
〆
伽
オ
！
脇

5，
9臼
　
∩
↑
τ
　
　
4　
　
0
FF
～

誓
⊂
H

ダ
μ
ノ

　
　
2、
6日

へ

一 ． ↓

3．
2
り

唖 縣 ‘ － ‘ 一

95

㎝



Figure7
100．6皿g／L
（10欄購一2）

Flgure8
10．06皿g／L
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Figureg
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標準溶液
11．82皿g／L
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Figure29
100．6皿g／L（2圃
（10倍1織一2）

Figure30
10．06皿g／L（2醐
（n－1）

Figure31
10．06mg／L（2脇
（n－2）
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LOO6mg／L（2購
（n－1）

Figure33
LOO6皿g／L（2日後）
（n－2）
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Figure36
標準溶液
10．92mg／L
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標準溶液
5．46皿g／L
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Figurc40
100．6mg／L（3醐
（10倍希継一2）

Figure41
10．06　皿9／L（3日後）

（n－1）

Figure42
10．06mg／L（3日勧
（n－2）

　牛つ
へ個
、”
～寸

㌧

φ
ひ
＼
卜
Φ
￥
一
口
り

　q口
「

x

ω
体
位
O
　
　
寸
　
　
ト
ト
圧
　
嘩
～
、
の
　
　
u
q
．
O

　
　
　
　
き
N
　
・
　
ミ
＼
短
見
、
　
　
殴
、
、

I
U

も
、
、
領

国
曽

創

ヒ

帆
姻
、

f 胸

1　　一 1　1　－　I　l　l　1　1
nn

旧
［
秘
す
一
　
　
ひ
ひ
、
ト
①
￥
一
①

　
　
へ
恥
ミ

　①
＼

k

い
し
江
O

寸

k←

盗
＼
～器

ミの

u【

U
一

＼
、

㌔
、
．
「
転

O
如

N

ト

f

ヒ
口

「つ

。〕

サ
一
　

〇
ひ
￥
匹
①
、
一
①

へ
貸
へ
く

へ

①

ω
巳
巳
O

k

サ

↑
ト
〔
　
O
O

丈
蔑
、
、

虻の

唱ロ

[ エ
U

田
．
〇
　
一

　
㌣
＼
￥

＼
㌔
噂

O
ψ
‘刈

～

1
伯

1
①

エ
U

1』11・
し
の

1

一
矧
．
　
　
　
酢

1

O
卜

嘔1

の

Figure43
LOO6皿g／L（3蹴
（n－1）

Figure44
1，006mg／L（3日勧
（n－2）

曽

四
一
　
ひ
φ
、
～
曽
＼
一
口
ロ

へ
領
帆
く

￥㊧

胸
内
”
の
一
　
　
ひ
ひ
￥
N
①
、
一
口
　
　
①

　
へ
へ
M
乍
・
㌧
　
　
　
　
へ
、
k

い
」
吐
O

い
比
比
O

廿

ト
↑
肛
　
～
㎝

さ
、
＼
、
、

貰
や

し
縞

奮，

]

寸

鄭
ミ注

涜，

＼『

　n
実七r［

ヤ」

へ

黛
＼

工

－
①

1
の め q口

上
U

12



試験結果の液体クロマトグラム

試料名：ホルムアミドのヒメダカ（Oryzias　latipes）に対する急性毒性試験
　　　　（試験番号：NO1998生一〇8）
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暴露〔48時間換水前）

Figure55
100皿g／L
生一〇8－11－1

（1暗醐

暴露（48時融繭）

F1gure56
100mg／L
生一〇8－11－2

（1皓獺

暴露（48欄）
Figure57
Control
生一〇8－12－1
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